
● 

受　
　
　

付
／
四
時
よ
り

● 

芝
居
ト
ー
ク
／
五
時
よ
り

● 

お　

食　

事
／
六
時
十
五
分
よ
り
（
立
食
ブ
ッ
フ
ェ
）

● 

と　

こ　

ろ
／
京
都
岡
崎 

六
盛

● 

参　

加　

費
／
三
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　

 

（
お
食
事
・
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
付
／
税
・
サ
込
み
）

二
代
目
中
村
錦
之
助
の
長
男
と
し
て
育
ち
、二
〇
代
後
半
か
ら
一
気
に

人
気
役
者
に
成
長
し
た
隼
人
。次
々
と
大
役
に
挑
ん
でいる
。主
演
の
舞
台

も
増
え
、スーパー
歌
舞
伎・新
作・古
典
と
幅
広
く
取
り
組
み
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

ド
ラマ「
大
富
豪
同
心
」か
ら
新
作
歌
舞
伎
も
生
ま
れ
、現
在
、大
河
ド
ラマ

「
べら
ぼ
う
〜
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
〜
」の
撮
影
も
佳
境
。九
月
は
ト
ルコ
で
の

公
演
も
決
ま
り
と
、あ
ふ
れ
る
話
題
を
、六
盛
な
ら
で
は
の
伝
統
料
理
と

と
も
に
、サ
ロン
ト
ー
ク
の
ひ
と
と
き
で
、お
過
ご
し
く
だ
さい
。

祖
父
は
四
代
目
中
村
時
蔵
。
大
叔
父
に
萬
屋
錦
之
介
。 

平
成
十
四
年
歌
舞
伎
座『
寺
子
屋
』の
松
王
丸
一
子
小
太
郎
で
初
舞
台
。

【
昨
年
か
ら
今
年
の
活
躍
】

浅
草
公
会
堂
『
源
氏
店
』
切
ら
れ
与
三
郎  

京
都
南
座
『
女
殺
油
地
獄
』
河
内
屋
与
兵
衛 

新
橋
演
舞
場 

博
多
座
『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』
主
演

全
国
巡
演
『
引
窓
』『
身
替
座
禅
』
で
主
演

京
都
南
座
顔
見
世
『
御
所
五
郎
蔵
』
主
演  

歌
舞
伎
座
『
大
富
豪
同
心
』
八
巻
卯
之
吉
／
幸
千
代  

日
本
国
際
博
覧
会
（
大
阪
・
関
西
万
博
）
開
会
式 

第三十一回 六盛　歌舞伎サロン

中
村
隼
人

中
村
隼
人

古
典
と
新
作
で
活
躍古

典
か
ら
新
作
へ
、

　
時
代
を
つ
な
ぐ
挑
戦

ゲ
ス
ト

中
村
隼
人

間
き
手

葛
西
聖
司

芝
居
ト
ー
ク
／
中
村
隼
人
vs 

葛
西
聖
司

中
村
隼
人
丈
を
囲
ん
で
お
食
事
（
ブ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
）

協
賛
　
松
竹
株
式
会
社

京
都
市
左
京
区
岡
崎
西
天
王
町
七
一

（
平
安
神
宮
西
横
・
疏
水
北
側
）

電
話
（
○
七
五
）
七
五
一

̶

六
一
七
一

■
月
曜
定
休
（
祝
日
の
場
合
は
営
業
）

https://w
w
w
.rokusei.co.jp

歌
舞
伎
の
貴
公
子

中
村
隼
人 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

お
申
し
込
み
は
電
話
に
て
、
六
盛
「
中
村
隼
人
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
係

☎（
○
七
五

̶

七
五
一

̶

六
一
七
一
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
後
、
参
加
証
を
、
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

八
月
三
〇
日 

（土）

令
和
七
年
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